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１ 研究の目的 

すべり台ですべっていると、着ている服の種類やすべっているときのしせいによってすべりや

すさに違いを感じた。そこで自作のすべり台と消しゴムを使って、この”すべりやすさ”を調べ

ようと思った。 

２ 研究の方法 

   木で作った台座に、すべり台と分度器をと 

  りつける。 

   すべり台の角度を決めて、そこにいろいろ 

  形を変えた消しゴムを乗せたときにすべり出 

  すかどうかを調べた。 

 

 

 

３ 研究の結果と考察             

 実験(1) 消しゴムの大きさ（小・中・大）を変 

     える。 またプラスチックのケースを 

     はずした場合とくらべる。 

 

 

 

  考察(1)-1 （ケースありの場合） 

      ・消しゴムが大きくなるほどすべり出す角度が大きくなった。 

⇒消しゴムの”重さ”のためなのか、それともすべり台にせっしている”面積”のため

なのか？・・・・・・・・実験(4)へ 

          ・”すべりだし”は初めの位置に関係なく角度だけで決まることがわかった。 

 

 考察(1)-2 （ケースなしの場合） 

・ケースありの時よりも、すべり出す角度はかなり大きくなった。また、消しゴムの大

きさや初めの位置に関係なく、ほぼ同じ結果となった。 

 

実験(2)-1 すべり台と消しゴムをアルミホイルで包 

む。 
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考察(2)-1 ・木板にアルミホイルを手でまいただけだったので、金属のすべり台とくらべて表面

のでこぼこ部分が多くなっており、すべりにくくなったのではないだろうか。 

⇒すべり台を金ぞく板にして実験し、調べる必要がある。 

 

実験(2)-2 すべり台をアルミ板に変える。 

 

 

 

 

考察(2)-2 ・予想通り、木板よりもすべりやすくなった。 

・アルミ板の場合、板がしならず場所による板のあらさの違いも少ないので、初めの

位置による違いもなかった。 

 

実験(3) 消しゴムに円形のクッションをつける。 

 

 

 

 

考察(3) ・クッションをつけると､すべり出す角度は大きくなりすべりにくくなった。その効果は 

クッションの形によって違い、”平ら”→”いぼ”→”なみ”の順に大きくなった。 

 

実験(4) 消しゴムの上に、磁石でフイルムケース

をくっつけ、このケースの中に何枚かの

１００円玉を入れていく。（すべり台と

接する面積は同じで、重さを変えてみ

る） 

 

考察(4) ・フイルムケースの中に入れる１００円玉の数が多くなるほど、すべり出す角度が小さ

くなった。これはすべり台と接する面積が同じ場合、重くなるほどすべりやすくなる

ことをしめしている。 

     ⇒この結果から、考察(1)のぎ問は、すべり台に接している”面積”のためであることが 

     わかった。・・・・・・・実験(5)へ  

・重くなるほど、すべり台の木板のあらさの違いによる影響が大きくあらわれた。 

 

 実験(5) 消しゴムを置く面を変え、接する面積  

      を変える。 

  

  

 考察(5) ・接する面積を小さくすると、初めの位置がどこであってもすべり出す角度は６．５° 

小さくなりすべりやすくなった。            
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